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最近、カプサイシンよりもはるかに辛味が少ない類縁物質カプシノイドが発見され、その抗
肥満効果をうたった製品も開発・販売されている。しかし、これらの作用メカニズム、特に
BAT の関与については不明な点が多い。そこで、次にカプシノイドの代謝亢進効果と BAT
との関係について、上記と同様の手法で検討を加えた。 
なお、本研究の成果の一部は、以下の通り原著論文として公表済みである。 
会田さゆり、米代武司、波多野卓也、亀谷俊満、河合裕子、斉藤昌之. 成人における食後熱
産生に対する褐色脂肪の寄与. 肥満研究 2011; 17(1) 41-48. 
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図2 寒冷暴露時の交感神経の活性化と褐色脂肪組織・UCP1による熱産生
UCP1
交感神経
視床下部 寒冷暴露
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図3 FDG-PET/CTによる癌診断と脂肪組織へのFDG集積
18Fでラベルした非代謝性グルコース誘導体（FDG)の取込みをPET/CT
で検出すると、癌組織以外にも糖代謝活性の高い脳や心臓、排出ルー
トの腎臓や膀胱にも集積するが、鎖骨上部・胸椎近傍の脂肪組織に集
積が見られることがある。
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図4 寒冷刺激による褐色脂肪組織の活性化 (文献14）より引用改変）
同一被験者について、温暖条件（室温27℃）と寒冷条件（薄着、室温19℃、
両足を氷冷、2時間）とでFDG‐PET/CT検査を行った。肩部分の脂肪組織
中にUCP1を発現する褐色脂肪細胞が存在する。
HE染色：hematoxylin-eosin 細胞核-細胞質(染色）
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図６ 経口摂取物と測定機器等
a b c
a：基本食：カロリーメイトブロック3本、ドリンク200ml (500kcal PFC=11:38:51)
b：高タンパク質食：カロリーメイトブロック1本、ドリンク100ｍｌ+粉末プロティン78ｇ＋水80ｇ
（500kcal PFC=62:15:23)
c：カプシノイドカプセル：<内容物>菜種油、唐辛子抽出物 ,<被包材>加工でんぷん、グリセリン、
ゲル化剤(カラギナン)、pH調整剤,<栄養成分>エネルギー13.5kcal、タンパク質0g、脂質1.2g、
炭水化物0.6g、ナトリウム8.4ｇ（6粒当たり）
d：エネルギー消費量の測定（ポータブルガスモニターO2郎による呼気ガス分析）
e：鼓膜温の測定（耳用体温ロガー）
f ：体表温度の測定（温度データロガー，サーモクロン）
ｇ：血液採取（予め留置した採血針より採取）
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